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夜でもスポーツができます－． このほど高浜運動広場に夜間照明4基が完成しました｡ー
この運動広場は、昨年の11月からグランド整備と､夜間でもスポーツができる照明塔の新
設工事が進められていたもので、工業再配置促進費補助事業として3,990万円の事業費で
完成したものです。

照明塔は、内野に2基（36球=300ルックス） と、外野に2基(36球=150ルックス）
の計4基で照明度が良くなっています。

運動広場の使用は、 日曜と祝日を除き日没から午後9時までで、使用料金は、 1チーム
1,000円で、 5月1日からオーフ°ンしました。
くわしいことは、教育委員会社会教育課（電③1131）へお問い合わせください。

J塔は、内野に2基（36球=300ルックス） と、外野に2基(36球=150ルックス）
:基で照明度が良くなっています。

力広場の使用は、 日曜と祝日を除き日没から午後9時までで、使用料金は、 1チーム
0円で、 5月1日からオーフ°ンしました。

うしいことは、教育委員会社会教育課（電③1131）へお問い合わせください。
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一人口の動き

4月1日現在 前月比

人 口 31 , 714( 116)

男 15， 509 （-92）

女 16， 205 （-24）

世 帯 8，812 （-36）

たいせつにし、美しいまちをつくりましよう

を守り、明るいまちをつくりましょう

正しくし、うるおいのあるまちをつくりましょう

働き、豊かなまちをつくりましょう

りのある、あたたかいまちをつくりましょう

自然を

きまり

礼儀を

元気で

思いや
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｢高萩市政だより」は毎週日曜日、午前9時20分から。テレホンサービス「市政案内」は(3) 1151 . 1152です。
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▲4月14日から6,000食施設として始動した給食~センター

▼調理士による〈だもの野菜などの下処理
…'

鳥
言
貢
垂
献
立
は
一
か
月
ご
と
厚
》

「
衛
生
的
で
栄
養
の
あ
る
お
い
し
い
給
食

を
１
１
巴
さ
る
４
月
Ｍ
日
か
ら
始
め
ら
れ
た

市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
献
立
表
に
書
か

れ
た
一
言
で
す
。
ゞ

こ
の
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
６
０
０
○
食
施

設
と
し
て
へ
昨
年
の
扣
月
か
ら
高
萩
中
の
東

側
に
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
鉄

骨
造
り
一
部
２
階
建
て
で
、
調
理
室
、
洗
浄

室
、
事
務
室
、
乾
物
や
生
鮮
野
菜
な
ど
の
倉

庫
な
ど
が
あ
り
、
総
建
面
積
は
、
８
５
４
桓

５
２
平
方
所
あ
り
ま
す
。
総
工
事
費
は
、
１

億
貝
７
０
０
万
円
で
、
こ
の
う
ち
１
億
４

２
２
０
万
円
は
起
債
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
、

こ
の
給
食
セ
ン
タ
ー
の
完
成
で
、
市
内
の

小
・
中
学
校
の
児
童
か
生
徒
は
、
完
全
給
食

と
な
り
ま
す
。

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
調
和

▼肉や、野菜などを入れて、蒸気三重釜で
ミソしるなどを煮て調理する

ｑ
各
小
・
中
学
に
分
け
て
コ
ン
テ
ナ

に
つ
め
こ
み
を
す
る

大
東
亜
戦
争
公
刊
戦
史
百
二
巻

献
本
さ
れ
た
方
々

○
笠
原
喜
代
子
さ
ん
（
安
良
川
）

○
間
下
彰
さ
ん
（
高
萩
）

○
矢
代
春
夫
さ
ん
（
有
明
町
）

○
石
田
マ
チ
さ
ん
（
東
本
川
）

▽
文
化
会
館
へ

○
伊
藤
龍
馬
さ
ん
（
東
本
町
）

油
彩
画
（
百
号
）
一
点

○
村
田
猛
さ
ん
（
春
・
日
町
）

日
本
画
一
点

○
大
崎
宥
一
さ
ん
（
春
日
町
）

油
彩
画
（
百
二
十
号
）
一
点

○
（
株
）
極
光
電
音

絵
画
（
ピ
カ
ソ
模
写
）
一
点

＆
▽
中
央
公
民
館
へ

○
英
霊
に
こ
た
え
る
会
高
萩
支
部

善
意
あ
り
が
と
う

▽
社
会
福
祉
へ

○
石
滝
団
地
つ
く
し
子
供
会
一
万
円

○
生
長
の
家
机
愛
会
五
千
円

○
細
金
四
郎
さ
ん
（
赤
浜
）
三
万
円

○
新
日
本
プ
ロ
レ
ス
五
万
円

○
吉
井
敬
之
さ
ん
（
秋
山
）
三
千
円

○
博
順
会
渡
辺
博
さ
ん
三
十
万
円

○
坂
本
芳
夫
さ
ん
（
宇
都
宮
市
）
五
千
円

○
松
本
駒
寿
さ
ん
（
安
良
川
）

老
人
の
た
め
に
三
万
円

○
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ボ
ー
リ
ン
グ
益
金
七
万
円

○
県
北
マ
ス
タ
ー
ズ
会

身
障
者
へ
二
万
六
百
六
十
五
円

篭
寄
贈

劃
’

(2)



設6，000食の

▲みんなそろったところで‘‘いただきま－す,’残さないで食べてほしい給食が口もとへ（高中にて）

遡瀧;秘
ー

鍵蕊

騨鐸欝

毎
日
の
献
立
表
は
、
一
か
月
ご
と
に
作
成

さ
れ
、
米
飯
給
食
も
週
２
回
と
り
入
れ
、
１

日
平
均
の
カ
ロ
リ
ー
は
、
小
学
生
が
一
食
分

６
５
０
嵌
カ
ロ
リ
ー
、
中
学
生
が
８
５
０
キ
ロ

カ
ロ
リ
ー
で
、
蛋
白
質
は
、
小
学
記
唱
、
中

学
弱
垣
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

給
食
数
は
、
小
学
生
３
，
４
８
９
食
う
中

学
生
１
、
ゞ
４
《
７
８
食
で
、
教
職
員
２
６
８
食

を
含
め
る
と
５
，
２
３
５
食
分
と
な
り
蚕
乳

給
食
の
配
送
は
、
３
台
の
給
食
車
に
よ
っ

て
、
‐
午
前
扣
時
訓
分
を
最
初
に
午
前
刑
時
㈹

分
ま
で
に
は
、
す
べ
て
、
各
小
・
中
学
校
に

配
送
さ
れ
、
午
後
２
時
訓
分
に
は
、
↓
食
器
な

ど
が
セ
ン
タ
ー
に
回
収
さ
れ
洗
浄
機
に
よ
っ

て
す
べ
て
洗
浄
さ
れ
ま
す
９

セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
日
こ
の
作
業
を
く
り

返
え
し
て
、
待
ち
わ
び
る
み
な
さ
ん
に
給
食

を
届
け
て
い
ま
す
。
給
食
は
、
残
さ
な
い
で

食
べ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
ね
。

爵

籍醗認鱒？

＃

帯

§篭
＃

芹群

滋
鱗

▲クラスでは、今日の当番がみんなに配膳

ｑ
学
校
で
は
、
児
童
・
生
徒
が
ク
ラ
ス

ご
と
給
食
を
は
こ
ん
で
…
。

ｑ
３
台
｛
雪
車
に
コ
ン
テ
ナ
を
乗

せ
て
学
校
へ

(3)



Ⅱ
Ⅲ
ご
ぐ
ろ
う
さ
ん

さ
る
四
月
二
十
二
日
、
市
中
央
公
民

館
で
、
納
税
貯
蓄
組
合
長
大
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

納
税
組
合
長
大
会
が
開
か
れ
る

帽
団
体
と
功
労
者
扣
名
を
表
彰

lll

の
町
）
、
小
松
幸
喜
（
南
町
一
）
、
鈴

木
光
太
郎
（
白
菊
）
、
桜
井
利
右
衛
門

（
安
良
川
松
原
）
、
沼
野
義
次
（
商
栄
）
、

一
が
開
か
れ
る

小
池
正
人
（
北
町
十
）
、
藤
咲
精
（
石

河
原
西
二
、
佐
藤
久
（
赤
浜
南
）
、

蕪
木
敏
男
（
中
原
）
、
以
上
十
名
。

翅
労
者
扣
名
を
表
彰
石
栄
さ
ん

固
定
資
産
評
価
委
員
に

高
萩
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

こ
の
大
会
は
、
日
ご
ろ
納
税
に
ご
協
委
員
の
石
川
信
吉
さ
ん
が
、
三
月
三
十

力
を
い
た
だ
い
て
い
る
組
合
長
さ
ん
を
一
日
に
任
期
満
了
と
な
り
、
そ
の
後
任

招
き
、
毎
年
一
回
開
か
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
石
栄
さ
ん
（
五
十
六
歳
）
Ⅱ
本

で
す
。
町
三
五
Ⅱ
が
四
月
一
日
で
、
高
萩
市

納
税
組
合
の
状
況
は
、
昨
年
の
十
二
月
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
と
な

末
現
在
で
、
納
税
組
合
の
総
数
が
、
こ
り
ま
し
た
。

百
二
組
合
で
、
納
税
組
合
員
総
数
は
、
三
一
二
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
一
一
三
三
三
三
一
三
三
三
一
三
三
三
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三

五
千
七
百
二
十
七
人
で
、
三
千
六
十
六

世
帯
が
納
税
組
合
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

る

こ
の
納
税
組
合
は
、
国
民
の
義
務
で

ま

あ
る
税
金
を
滞
納
を
し
な
い
で
、
納
期

内
納
付
を
た
て
ま
え
と
し
て
、
収
納
成

決

績
が
向
上
す
る
よ
う
奨
励
し
て
い
ま
す
。

こ
の
大
会
の
席
上
、
次
の
優
良
な
組

一

合
十
五
団
体
、
納
税
功
労
者
十
名
に
、

夕

そ
れ
ぞ
れ
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
団
体
、
功
労
者
は
次
の

の

一
一

と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

度

▽
納
税
貯
蓄
組
合
（
団
体
）

モ

高
砂
町
、
台
高
萩
下
、
安
良
川
九
西
、

年

政

安
良
川
十
束
、
安
良
川
十
二
西
、
島
名

五
、
秋
山
油
沢
、
赤
浜
上
町
、
畑
中
、

５

市

堀
の
内
、
二
本
杉
、
前
の
内
、
横
川
上
、

Ｒ
Ｊ

横
川
下
、
久
川
、
以
上
十
五
団
体
。

｜
｜
Ｌ
｜

▽
納
税
貯
蓄
組
合
功
労
者

豊
田
政
行
（
松
合
町
雲
斉
正
一
（
仲

市
で
は
、
近
年
の
苦
し
い
財
政
事
情

の
中
で
、
快
適
な
市
民
生
活
を
築
き
あ

げ
る
た
め
、
積
極
的
に
施
策
を
す
す
め

て
い
ま
す
。

昭
和
四
十
六
年
度
か
ら
市
政
モ
ニ
タ

ー
制
度
を
採
用
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

制
度
は
明
る
く
住
み
よ
い
高
萩
市
を
築

き
あ
げ
る
た
め
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が

何
を
考
え
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
望
ん

で
い
る
か
を
知
る
制
度
で
す
。

み
な
さ
ん
の
地
域
の
市
政
モ
ニ
タ
ー

を
通
じ
、
力
を
あ
わ
せ
て
住
み
よ
い
ま

ち
を
め
ざ
）
歩
ん
で
い
き
た
い
も
の

三

三
三

三

二
二＝ 今

年
度
、
市
で
は
農
振
法
に
よ
る
農

用
地
区
域
の
線
引
き
の
見
直
し
を
行
な

い
ま
す
。
農
用
地
区
域
に
指
定
さ
れ
た

農
地
を
今
後
五
年
間
に
転
用
（
農
地
を

農
地
以
外
の
も
の
に
す
る
こ
と
）
す
る

場
合
は
、
農
用
地
区
域
か
ら
除
外
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
、
皆
さ
ん
が

農
地
を
転
用
し
よ
う
と
計
画
し
て
い
る

別
人
を
委
嘱

任
期
は
一
年

農
用
地
の
除
外

手
続
き
は
早
め
に

５
月
Ⅶ
日
か
ら
訓
日
ま
で

で
す
。五
十
五
年
度
も
市
内
の
二
十
人
の
方

を
市
政
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
委
嘱
し
ま
し

た
。

市
政
モ
ニ
タ
ー
は
次
の
方
々
で
す
。

（
敬
称
略
）

佐
藤
信
夫
（
有
明
町
）
波
多
野
史

子
（
高
浜
町
）
野
崎
祐
一
（
有
明
町
）

塚
本
智
恵
（
東
本
町
）
石
川
千
惠
子

（
本
町
）
十
津
川
武
（
春
日
町
）

酒
出
光
紀
（
大
和
町
）
沼
野
新
弥

（
安
良
川
）
時
崎
一
（
島
名
）
飯
田

勝
子
（
秋
山
）
小
山
忠
蔵
（
上
手
綱
）

小
野
存
（
下
手
綱
）
鈴
木
昭
文
（
高

戸
）
渡
辺
清
（
赤
浜
）
沼
倉
倉
之

助
（
高
萩
）
鈴
木
積
穂
（
下
君
田
）

海
老
沢
寿
子
（
石
滝
）
鈴
木
光
貞

（
石
滝
）
弓
野
ゆ
り
子
（
中
戸
川
）

豊
田
四
郎
次
（
上
君
田
）

方
は
、
ま
ず
農
用
地
区
域
に
指
定
さ
れ

て
い
る
か
ど
う
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
、
指
定
さ
れ
て
い
れ
ば
農
地
転
用
の

許
可
書
を
提
出
す
る
前
に
除
外
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
除
外
の
受
け
付
け
は
、

今
年
五
月
十
日
か
ら
五
月
三
十
一
日
ま

で
で
す
。
申
請
さ
れ
る
方
は
、
申
請
害
（
農

林
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
）
を
農
林

課
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
な
お
除
外

さ
れ
る
ま
で
に
、
例
年
で
す
と
一
年
位
か

か
り
ま
す
の
で
一
応
ご
承
知
お
き
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
以
前
に
申
請
さ
れ
た
方
も

お
手
数
で
す
が
、
再
度
手
続
き
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
（
経
済
部
農
林
課
）

(4)



青少年の非行防止は

青少年相談員と市民の協力で
》

認
蕩
節
約
の
鐙
溺
諭

“
省
垂
蕊
稼
動
癖

青少年に関する相談は、青少年センター、または、 三

地域の相談員に。最近、青少年の非行がますます増 二

加してお')ます。市青少年センターでは、表のとお 三

り、青少年相談員を委嘱しましたので、青少年の非三

行防止に市民の皆さんとともに協力してください。 三
三

非行防止は、早期発見、早期補導が必要で､す。毎月 三
三

第三日lli'!日は、家庭の日です。 この家庭の日には、 三

家族そろって楽しい一日を過ごしましょう。 三言
明るいまちづく りにご協力ください。 三

油の節約策力烹

化されました

I

ノ

国
で
は
、
昨
年
以
来
、
五
％
の
石
油

消
費
節
減
対
策
を
実
施
し
て
き
ま
し
た

が
、
こ
の
ほ
ど
、
さ
ら
に
二
％
上
乗
せ

し
た
「
七
％
節
約
策
」
を
決
め
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
暖
房
温
度
を

こ
れ
ま
で
の
「
十
九
度
以
下
」
か
ら
、

さ
ら
に
一
度
下
げ
て
「
十
八
度
以
下
」

に
す
る
ほ
か
、
通
勤
・
レ
ジ
ャ
ー
用
の

マ
イ
カ
ー
利
用
の
自
粛
、
自
動
車
の
経

済
速
度
二
股
道
路
は
毎
時
四
十
キ
ロ

程
度
、
高
速
道
路
で
は
毎
時
八
十
キ
ロ
程

度
）
の
励
行
な
ど
に
つ
い
て
、
広
く
み
な

さ
ん
方
の
協
力
を
よ
び
か
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
わ
た
し
た
ち
国
民
生
活
に
関

鰯
基
準

青少年相談員
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係
の
深
い
分
野
で
は
、
①
テ
レ
ビ
は
午

後
十
二
時
以
降
の
放
送
を
極
力
自
粛
す

る
②
ネ
オ
ン
は
午
後
十
時
に
消
す
③
終

夜
営
業
の
小
売
店
や
ス
ナ
ッ
ク
な
ど
の

深
夜
飲
食
店
は
営
業
時
間
を
知
紬
す
る

④
醤
ハ
ー
、
キ
ャ
ゞ
ハ
レ

な
ど
の
風
併
営

業
は
、
終
業
時
間
を
厳
守
す
る
ｌ
な
ど

に
つ
い
て
、
国
は
関
係
業
界
に
要
請
、

指
導
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
産
業
の
面
で
は
〃
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
法
〃
に
基
づ
い
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
の
合
理
化
を
一
段
と
進
め
る
と
と

も
に
、
石
油
以
外
の
燃
料
へ
の
転
換
が

積
極
的
に
推
進
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
一
般
家
庭
は
も
と
よ
り

産
業
、
輸
送
な
ど
各
方
面
で
の
節
約
を
徹

底
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
年
中
に
約

二
千
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
（
二
十
五
万
ト
ン

級
タ
ン
カ
ー
約
七
十
二
隻
分
に
相
当
）
の

石
油
を
節
減
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

柴田昌良
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千葉消美

大高通幹

佐藤武夫

５
７
３
７

８
３
５
２
１

９
７
７
０
８

３
４
０
４
０

２
２
３
２
３

３
３
１
６
２

６
８
６
７
９

０
１
１
５
２

１
１
２
１
２

山
塙
名
名
名

秋
島
肪
島
励

勉
一
義
沽
舜

正
栄

美
岫
口
藤
本

佐宇
時
山
斉
根

０
１
８
９
２

５
９
０
３
０

６
０
１
４
２

４
４
２
５
０

２
２
２
２
３

４
３
２
３
３

１
９
６
７

９
３
７
１
２

１

２

８萩
川
能
山
萩

一
戸

高
中
大
秋
高

臼井 進

弓野重春

大部享克
沼田 貢

角谷貞次

７
７
８
１
０

４
４
６
７
６

０
３
１
４
７

４
８
８
５
２

２
８
８
２
２ 省

エ
ネ
》
）
は
い
わ
ば
；
純
国

産
エ
ネ
ル
ギ
ー
〃
と
い
わ
れ
、
七
％
節

約
の
効
果
は
、
年
間
約
二
千
万
キ
ロ
リ

一
性
儘
龍
鍬
銅
雑
詠
鐸
壗
群
舞
僻
蚕
稚

一
石
け
ん
を
見
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い
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運
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一
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れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
粉
石
け
ん
の
洗
浄
力
は

合
成
洗
剤
に
く
ら
べ
劣
る
と
か
、
使

い
に
く
い
な
ど
と
い
わ
れ
、
な
か
な

か
普
及
し
な
い
の
が
現
状
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
テ
ス
ト
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と

一
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水
で
洗
っ
て
も
粉
石
け
ん
は
合
成
洗
一

剤
に
劣
ら
な
い
洗
浄
力
が
あ
る
と
い
一

う
こ
と
で
す
。

蛍
光
増
白
剤
に
よ
る
見
た
目
の
白
一

さ
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
粉
石
一

け
ん
の
良
さ
を
見
直
し
、
河
川
の
汚
一

れ
を
防
ぎ
た
い
も
の
で
す
。

○
粉
石
け
ん
と
は

動
・
植
物
油
脂
を
原
料
と
し
て
、
｜

こ
れ
に
苛
性
ソ
ー
ダ
な
ど
を
加
え
て
一

作
り
ま
す
。

○
合
成
洗
剤
と
は

主
成
分
の
原
料
は
石
油
で
す
。
こ
一

れ
に
リ
ン
酸
塩
、
ボ
ウ
硝
な
ど
の
助
一

剤
を
加
え
て
作
り
ま
す
。

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

－

ヅ
ト
ル
も
の
石
油
の
〃
生
産
〃
に
匹
敵

す
る
の
で
す
。
〃
節
約
す
な
わ
ち
生
産

な
り
〃
と
い
う
わ
け
で
す
ね
。
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－■松くい虫（マツノマダラカミキリ） とマツノザイセンチユウの関係一

’－ |‐|-#|lW

松
く
い
虫
か
ら

松
の
緑
を
守
る
、
フ
″
言
”

I
幼虫は螺室で蝋化

(さなぎ)しやがて

成虫となって材内

から外に脱出する

材の中に入りこみ

蝸室を作り、越冬

する。

卵からかえったカミ

キリの幼虫は始めは

樹皮下をくい荒し成

長する。

ザイセンチュウが入り

こんで弱った松の樹皮

部に産卵する｡ （ザイ

センチュウは材の中に

まん延している）

健全な松の小枝を食害

し、食害あとからザイ

センチュウが材の中に

入りこむ。

マツノザイセンチュウ

を体にたくさん付けて

枯木から飛び出す。

み
な
さ
ん
、
す
で
に
ご
承
知
の
よ
う
に

昨
年
の
夏
以
降
、
各
地
で
山
の
松
を
始

め
、
庭
木
や
公
園
な
ど
の
松
が
次
々
と

枯
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
大
部
分
が
松
く
い
虫
（
マ
ヅ

ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
）
に
よ
る
も
の
で

す
。

そ
こ
で
、
こ
の
松
く
い
虫
を
退
治
す

る
た
め
、
昨
年
の
夏
以
降
、
県
や
市
町
村

な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
伐
倒
駆
除
事
業

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
伐
倒
駆
除

事
業
は
、
松
く
い
虫
に
よ
っ
て
す
で
に
枯

れ
て
し
ま
っ
た
マ
ツ
を
切
り
倒
し
、
薬

を
か
け
て
材
の
中
に
入
っ
て
い
る
松
く

い
虫
の
幼
虫
を
殺
し
て
し
ま
う
方
法
で

｛
ｑ
〆
。

し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
、
現
在
健
康

で
青
々
と
し
た
マ
ツ
を
松
く
い
虫
か
ら

守
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

今
年
も
松
く
い
虫
の
発
生
時
期
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
自
分
の
大
切
な
庭
木

の
松
を
守
る
た
め
に
予
防
措
置
と
し
て

次
の
こ
と
を
、
ぜ
ひ
、
お
こ
な
っ
て
く

だ
さ
い
。

○
薬
剤
に
よ
る
予
防

松
く
い
虫
の
発
生
す
る
時
期
（
六

月
か
ら
七
月
）
に
か
け
て
有
機
り
ん

系
乳
剤
（
ス
ミ
チ
オ
ン
な
ど
）
を
三

回
（
六
月
五
日
頃
、
二
十
五
日
頃
、

七
月
十
五
日
頃
）
ぐ
ら
い
噴
霧
機
な

ど
で
枝
葉
全
体
に
へ
剤
か
る
ょ
。
、

散
布
し
ま
す
。
｝
」
の
場
合
、
他
の
樹

木
（
と
く
に
カ
エ
デ
類
や
五
葉
松
）

に
薬
液
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

○
薬
剤
を
使
わ
な
い
予
防

こ
れ
は
、
小
さ
い
庭
木
に
は
よ
い
方

法
と
思
わ
れ
ま
す
。
樹
全
体
に
網
（
寒

冷
紗
な
ど
）
を
か
ぶ
せ
ま
す
。

松
く
い
虫
（
マ
ッ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ

ウ
）
の
入
っ
た
マ
ツ
は
、
ほ
と
ん
ど
助

か
り
ま
せ
ん
の
で
、
早
め
に
予
防
措
置

を
し
て
松
く
い
虫
か
ら
守
っ
て
あ
げ
ま

，
ｌ
」
し
‐
季
、
「
ノ
。

防
除
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
、
高
萩

林
業
指
導
所
（
電
二
’
三
五
四
九
）
か
、

高
萩
市
森
林
組
合
（
電
二
’
四
八
六
六
）

ま
た
は
、
市
役
所
農
林
課
（
電
三
’
二
一

二
内
線
二
六
一
～
二
六
三
）
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

〃
市
民
い
こ
い
の
森
〃
に

市
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
高
萩
市
森
林

公
園
（
名
称
）
の
愛
称
を
募
集
し
て
い

ま
し
た
が
、
総
数
三
十
九
件
の
応
募
が

あ
り
審
査
の
結
果
、
大
森
倫
子
さ
ん
（
高

戸
）
が
入
選
さ
れ
〃
市
民
い
こ
い
の
森
〃

と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

入
選
お
よ
び
佳
作
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。
（
敬
称
略
）

入
選
一
席
大
森
倫
子
（
高
戸
）
、

入
選
二
席
上
村
し
づ
（
高
萩
）
、

佳
作
柴
田
正
之
（
高
萩
）
、
佳
作

皆
川
光
志
（
高
浜
町
）

な
お
、
応
募
者
全
員
の
方
に
記
念
品

を
贈
り
ま
し
た
。

森
林
公
園
は

ノ

半

醐漉郷難騨織
き
ま
す
。

コ
ン
ニ
ャ
ク
を
植
え
、
田
植
え
が
終

わ
る
こ
ろ
に
は
、
山
一
面
が
深
い
緑
に

お
お
わ
れ
て
、
夏
が
や
っ
て
き
ま
す
。

六
月
も
末
に
な
り
ま
す
と
、
ヒ
グ
ラ

シ
が
鳴
き
は
じ
め
、
暑
い
夏
の
一
日
の

疲
れ
を
ほ
ぐ
し
て
く
れ
ま
す
。

夜
に
は
、
ホ
タ
ル
が
と
び
、
家
の
中

に
ま
で
入
っ
て
来
ま
す
。
夏
休
み
も
終

わ
り
に
な
る
と
、
夜
空
が
澄
ん
で
、
と
て

も
星
が
美
し
く
な
り
ま
す
。
ぼ
く
は
、

夕
涼
み
を
し
な
が
ら
、
そ
の
夜
空
を
見

る
の
が
好
き
で
す
。
秋
が
き
て
、
田
の

⑱

ぼ
く
達
が
住
む
中
一
戸
川

は
、
自
然
の
変
化
で
四
季

を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
春
に
は
、
ヤ
マ
ザ

ク
ラ
の
花
が
若
葉
を
色
ど

り
、
散
る
こ
ろ
に
は
、
ヤ

マ
ブ
キ
や
、
ヤ
マ
ッ
ッ
ジ

の
花
が
咲
き
始
め
ま
す
。

川
に
は
、
つ
り
人
が
訪
れ
、

そ
れ
は
春
か
ら
秋
ま
で
続

ぼ
く
の
住
む
中
戸
川

秋
山
中
三
年
樫
村
義
徳

稲
も
片
付
く
こ
ろ
に
は
、
市
の
花
の
ハ

ギ
を
は
じ
め
、
オ
ミ
ナ
エ
シ
な
ど
も
咲

き
、
紅
葉
も
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。

疲
れ
た
時
な
ど
、
山
を
眺
め
な
が
ら

腰
を
の
ば
し
、
深
呼
吸
を
す
る
と
、
疲

れ
も
吹
き
飛
ぶ
よ
う
な
感
じ
だ
と
、
母

は
言
っ
て
お
り
ま
す
。

木
の
葉
も
落
ち
て
、
寒
い
冬
が
訪
れ

る
と
、
雪
の
日
が
多
く
な
り
ま
す
。
山

々
は
、
白
い
花
が
咲
い
た
よ
う
に
明
る

中
で
生
活
し
て
い
て
幸
せ
で
す
。

で
も
、
心
な
い
人
々
が
、
店
の

や
使
い
古
さ
れ
た
ト
タ
ン
び
ん

な
ど
を
、
山
ま
で
持
っ
て
来
て
、

て
い
き
ま
す
。
「
わ
た
し
一
人
ぐ
ら

の
気
持
が
、
自
然
の
美
を
汚
し
て

う
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
み
ん

楽
し
む
自
然
を
、
一
人
ひ
と
り
の

守
っ
て
行
き
た
い
も
の
だ
と
考
え

土
学
半
ｑ
／
◎

く
な
り
ま
す
。
ぼ
く
は
、
騒
音
も

ガ
ス
公
害
も
な
い
こ
の
美
し
い
自
然
の

（
高
萩
市
自
然

を
愛
す
る
友
の
会
）

排
気

看
板
か
け
捨
て

い
」

し
ま

な
で

手
で

て
い中戸川にも見られるマルバハギ

(6)



国
勢
調
査
の
「
国
勢
」
を
、
「
国
の
年
代
順
に
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
の
後
も
「
民
生
調
査
」
「
人
口
調

勢
い
」
あ
る
い
は
「
国
の
勢
力
」
と
い
人
口
取
調
之
法
明
治
六
年
査
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
用
い
ら
れ
ま
し

う
ふ
う
に
解
釈
し
て
い
る
人
が
、
意
外
人
口
大
検
査
明
治
七
年
た
が
、
明
治
三
十
五
年
、
国
勢
調
査
に

に
多
い
と
い
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
現
在
人
別
調
明
治
十
五
年
関
す
る
法
律
が
成
立
し
て
、
明
治
六
年

れ
は
誤
り
で
す
。
民
ロ
調
査
明
治
二
十
二
年
以
来
三
十
年
間
に
わ
た
る
〃
曲
折
″
に

国
勢
調
査
と
い
う
言
葉
は
、
も
と
も
国
勢
大
調
査
（
ま
た
は
国
勢
調
査
）
終
止
符
を
打
っ
た
の
で
す
。

●
■

と
英
語
の
セ
ン
サ
ス
（
の
①
ョ
い
こ
い
）
明
治
二
十
六
年
さ
て
、
国
勢
の
意
味
で
す
が
、
さ
き

の
訳
語
で
す
が
、
こ
れ
も
す
ん
な
り
決
民
勢
大
調
査
明
治
二
十
九
年
に
あ
げ
た
国
勢
調
査
執
行
建
議
案
に
は

ま
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
に
落
ち
国
勢
調
査
明
治
二
十
九
年
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

「
国
勢
調
査
は
全
国
人
民
の
現
状
即

つ
く
ま
で
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
過
を
こ
の
よ
う
に
、
初
め
て
「
国
勢
調
査
」

た
ど
り
ま
し
た
。
と
い
う
言
葉
が
登
場
し
た
の
は
明
治
（
す
な
わ
）
ち
、
男
女
、
年
齢
、
職
業

三
一
一
一
一
三
一
一
一
三
一
三
三
三
一
三
一
一
一
一
一
一
一
二
三
三
三
三
一
三
一
一
一
一
一
一
一
一
三
三
三
三
三
一
一
一
一
三
三
三
三
三
三
一
一
一
三
三
一
一
一
一
一
一
一
一
三
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
三
一
一
三
一
一
一
三
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
三
三
一
三
一
三
一
三
一
一
一
三
一
三
三
三
一
一
一
一
一
一
一
三
一
一
一
三
一
三

に
隣
接
す
る
地
を
支
配
し
て
い
た
石
川
に
出
兵
し
て
、
佐
竹
義
昭
と
戦
っ
た
。
川

丈
鰻
ゞ
蕊
謹
鶏
堂
鰹
典
誹
霜
悪
巽
舗

去

、もみ
、
く
過
ｊ
重
隆
と
石
川
道
堅
の
仲
峰
か
ね
て
か
昭
の
女
が
重
隆
の
養
子
親
隆
に
嫁
す
、
伽

一
躍
櫟
迄
ら
き
わ
め
て
不
和
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
と
い
う
密
接
な
姻
戚
関
係
に
あ
っ
た
。
‐

誇
峠
認

４１１
か
、
”
嘩
牌
諸
識
誼
確
嘩
椎
祁
か
諏
釧
岬
両
稚
誕
”
隷
一
恥
葬
諦
醒
略
嬬
噛
毒
許
奉
唾
緬

ｌもげ
に
，
㈱
赤
禄
元
年
（
一
五
五
八
）
四
月
、
先
手
を
の
た
め
に
は
犠
牲
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
伽

打
っ
て
多
珂
郡
小
里
（
久
慈
郡
里
美
村
）
か
つ
た
。

こ

う

し

て

、

岩

城

氏

に

属

し

て

い

な

↑

！
‐
‐
‐

‐
１

１
‐

Ｉ
‐
Ｉ
‐
１

！

‐

ゞ

岩

城

・

佐

竹

両

氏

の

衝

突

に

接

し

た

‐

が
ら
、
佐
竹
氏
と
も
一
家
の
例
を
結
ん

だ
大
塚
政
成
は
、
岩
城
・
佐
竹
両
氏
の
一

勢
力
均
衡
の
上
に
立
っ
て
、
一
族
の
安
一

泰
を
は
か
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
佐
竹
義
昭
は
白
河
晴
綱
の
｝

所
領
で
あ
る
陸
奥
南
郷
（
福
島
県
東
白
一

川

郡

）

の

地

を

奪

お

う

と

し

て

、

白

河

↑

‐‐‐‐‐‐

！
‐

‐
‐
‐
‐
１
１
‐

‐‐‐‐

一

全

一

■

大

塚

信

濃

守

政

成

の

署

名

④
羅
溌
護
蕊

二
十
六
年
で
、
あ
る
学
会
誌
に
発
表
さ
身
上
の
有
様
‐
）
略
ｌ
に
つ
き
精
細
に
一
く
ｉ
Ｉ
ｉ
～
！
、
１
１
１
、
！
～
１
１
…
１
１
，
１

れ
た
個
人
の
論
文
に
見
ら
れ
る
も
の
で
現
実
の
状
況
を
調
査
す
る
も
の
に
弛
元
一
赤
十
字
運
動
に

す
。
一
た
び
こ
の
調
査
を
行
う
と
き
は
全
国
》

ご
協
力
く
だ
さ
い

一
方
、
半
ば
公
式
に
使
わ
れ
た
最
初
の
情
勢
こ
れ
を
掌
上
（
し
ょ
う
じ
ょ
う
）
一

は
明
治
二
十
九
年
で
、
四
人
の
衆
議
院
に
見
る
を
得
く
し
」

》
赤
十
字
は
社
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
一

議
貝
が
提
出
し
た
「
国
勢
調
査
執
行
建
こ
の
建
議
案
か
ら
、
国
勢
と
は
、
国
一
い
ま
す
。
一
戸
に
一
人
は
赤
十
字
社
貝
一

議
案
」
が
そ
れ
で
す
。
の
勢
い
で
も
国
の
勢
力
で
も
な
く
、
正
一
に
。
：
…
…
。

そ
の
後
も
「
民
生
調
査
」
「
人
口
調
し
く
は
国
の
情
勢
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
》
平
素
み
な
さ
ん
の
趾
か
い
ご
理
解
と
一

査
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
用
い
ら
れ
ま
し
り
ま
す
。

一
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
赤
十
字
活
動
一

た
が
、
明
道
一
千
五
年
、
国
勢
調
査
に
ま
た
、
な
か
に
は
国
勢
調
査
を
「
こ
－
が
遂
行
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
一

関
す
る
法
律
が
成
立
し
て
、
明
治
六
年
く
ぜ
い
調
査
」
と
よ
ぶ
人
も
い
る
些
つ
一
い
た
し
ま
す
。
今
年
も
五
月
一
日
か
一

以
来
三
十
年
間
に
わ
た
る
〃
曲
折
″
に
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
も
、
情
勢
の
せ
い
一
ら
「
赤
十
字
社
貝
増
強
運
動
」
と
し
て
一

終
止
符
を
打
っ
た
の
で
す
。
で
す
か
ら
「
こ
く
せ
い
調
査
」
が
正
し
一
県
下
い
っ
せ
い
に
社
員
増
強
と
五
十
四
一

さ
て
、
国
勢
の
意
味
で
す
が
、
さ
き
く
、
多
勢
（
た
ぜ
い
、
お
お
ぜ
い
）
の
一
年
度
分
の
社
費
の
納
入
を
お
願
い
し
て
一

に
あ
げ
た
ヨ
勢
調
査
執
行
建
議
案
に
は
ぜ
い
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
一
お
り
ま
す
。
一
戸
ご
と
の
一
般
社
員
費
一

一
お
り
ま
す
。
一
戸
ご
と
の
一
般
社
員
費
一

I中
国
青
年
と
の
友
好
親
善
を
ね
ら
い

と
し
て
、
青
年
の
船
団
員
を
次
に
よ
り

募
集
し
ま
す
。

○
と
き
五
十
五
年
十
月
一
日
か
ら
十

四
日
ま
で
の
十
四
日
間
。

○
と
こ
ろ
中
国
（
北
京
、
天
津
、
上

海
）

○
人
員
市
内
で
五
名
（
県
内
の
一
般

団
員
は
三
七
○
名
）

○
費
用
一
人
当
り
二
○
万
円

○
対
象
年
齢
市
内
に
居
住
す
る
方
で
、

今
年
の
四
月
一
日
現
在
で
、
二
十

歳
以
上
二
十
八
歳
未
満
の
男
女
。

○
申
し
込
み
方
法
五
月
二
十
四
日
ま

で
に
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

県
青
年
の
船

中
国
派
遣
団
員
の
募
集

一
（
年
額
三
百
円
以
上
）
は
連
絡
員
が
、
一

一
特
別
協
賛
社
員
費
（
年
額
千
円
以
上
）
一

一
は
、
地
区
民
生
委
員
が
お
伺
い
い
た
し
一

一
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
一

一
日
本
赤
十
字
社
は
、
人
道
、
博
愛
、
奉
一

一
仕
の
使
命
を
果
た
す
た
め
に
次
の
よ
う
一

一
な
幅
広
い
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。
一

一
・
災
害
の
救
護
、
救
護
班
の
派
遣
、
見
一

一
舞
物
資
の
配
分
及
び
災
害
救
護
者
の
配
一

一
備
な
ど

一
・
病
院
・
看
護
学
院
、
血
液
セ
ン
タ
ー
、
一

一
乳
児
院
の
経
営
、
愛
の
献
血
運
動
な
一

一
ど
。

一
・
身
体
障
害
者
福
祉
事
業
、
寝
た
き
り
一

一
老
人
援
護
対
策
や
、
国
際
救
護
活
動
な
一

一
・
看
護
婦
の
養
成
一

一
・
青
少
年
赤
十
字
の
健
全
育
成

一
・
健
全
で
安
全
な

一
生
の
指
導
と
普
及

r一一‐

I こ

生
活
を
保
つ
保
健
衛
一

一

Ｉ
Ｊ
１
ｌ
１
Ｊ
１
～
１
Ｊ
、
～
，
、
Ｊ
１
ｔ
ｊ
、
Ｊ
１
ノ
ー
ｌ
〃
、
イ
ー
‐
脚

(7)



鋤ズ。－ぬ．アッアーー
二季鼈

、
す
浄
健
諦
絹
恥
劃
錘
碗
鍛
岬
体
罐
緬
唾
一

癖
の
が
相
ま
っ
て
い
る
も
の
。
こ
れ
が
健
癖

轍

一

鋤
康
づ
く
り
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
苦
し
み

一
な
が
ら
の
健
康
づ
く
り
よ
り
、
楽
し
み

』
露
鍛
，
お
評
琳
山
鐘
恋
恥
載
露
鈴
韮
抄
鐸

……率富国~ｮ急粍･輔圏

テテスで

健康づくり
一
梛
繩
紡
飢
＃

二
一
口
、
『
ノ

式
テ
ニ
ス
を
始
め
て
か
ら
四
十
三
年
の
細

ベ
テ
ラ
ン
。
現
在
は
、
市
の
体
育
指
導
州一

員
で
あ
る
。
テ
ニ
ス
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

は
、
公
認
指
導
貝
の
有
資
格
者
。

「
ス
ポ
ー
ツ
で
す
か
？
、
水
泳
、
テ
恥

ニ
ス
、
§
ハ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
卓
球
、
ゴ
ル
》

フ
な
ど
で
す
ね
。
ス
ポ
ー
ツ
は
体
力
づ
幟癖

く
り
や
健
康
に
は
最
適
で
す
よ
。
マ
マ
郷榊

さ
ん
の
ク
ラ
ブ
か
で
き
た
り
、
テ
ニ
ス
岬Ｊ
い

教
室
に
は
、
主
婦
の
方
も
た
く
さ
ん
参
鋤紳》

加
し
ま
し
た
よ
。
運
動
場
の
施
設
も
良

く
な
り
ま
し
た
か
ら
・
・
・
…
。
こ
れ
か
ら

が
楽
し
み
で
す
ね
。
｜
と
蝿

落
合
さ
ん
は

最
後
に
一
言
。

；
‐ 学

生
時
代
か
ら
の
碑

落合 裕さん

(高戸）
…

掴
昭L r 1

公民館で学ぶ
？

鎮灘篝蕊

摺蕊蕊鮮
こ三

L燕饒」

「
機
械
を
使
わ
な
い
し
、
気
軽
に

家
庭
で
で
き
る
し
、
手
編
み
は
い
い
で

す
よ
ど
と
語
る
島
田
千
代
子
さ
ん
は
、

手
編
み
ク
ラ
ブ
の
代
表
者
。

こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
今
年
の
二
月
か
ら

ク
ラ
ブ
を
結
成
。
講
座
で
学
ん
だ
第
一

模
様
編
み
で
呉
し
む

手
編
み
ク
ラ
ブ

と
第
二
の
生
徒
約
川
十
名
の
う
ち
、
希

望
者
二
十
四
名
で
発
足
し
た
。
平
均
年

齢
は
三
十
五
歳
で
、
会
員
は
ほ
と
ん
ど

主
婦
。「
今
日
は
、
ア
フ
ガ
ン
編
み
の
基
礎

を
習
っ
て
い
ま
す
の
よ
・
ア
フ
ガ
ン
編

み
は
、
米
国
か
ら
き
た
も
の
で
、
男
性

向
き
の
編
型
な
ん
だ
そ
う
で
す
。
」
と

沼
田
睦
子
さ
ん
．
ｊ

「
教
材
は
、
各
自
が
持
ち
よ
り
で
す

ね
。
毛
糸
の
色
は
自
由
に
選
び
ま
す
。

自
己
流
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
で
き

る
は
ず
で
す
よ
。
で
も
、
や
は
り
基
礎

か
ら
習
わ
な
い
と
ね
え
…
・
・
・
。
と
波
多

野
史
子
さ
ん
。

ク
ラ
ブ
の
集
り
は
毎
月
二
回
で
、
第

一
と
第
三
の
水
曜
日
午
後
一
時
か
ら
三

時
ま
で
の
二
時
間
。
指
導
者
は
、
小
山

あ
や
子
さ
ん
。

４

「
お
も
て
、
う
ら
編
み
、
メ
リ
ヤ
ス
、

か
の
こ
、
な
が
編
み
、
ね
じ
り
編
み
な

ど
棒
、
ハ
リ
、
カ
ギ
バ
リ
、
ア
フ
ガ
ン
を

使
っ
て
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
や
ベ
ス
ト
（
チ

ョ
ッ
キ
）
な
ど
色
と
り
ど
り
の
模
様
縮

み
を
し
た
い
」
と
み
ん
な
意
欲
的
だ
。
瞬
閃
＃
，
；
聯
；
；
噸
，
Ⅲ
’
＃
断
＃
…
‘
Ｎ
；
＃
ｊ
》

習
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
方
は
、
〃
百

拓
本
も
マ
ス
タ
ー

人
首
〃
で
す
。
み
な
さ
ん
熱
心
で
す
か

害
道
ク
ラ
ブ
ら
上
達
が
早
く
て
…
…
。
」
と
宇
佐
美

善
子
さ
ん
。

「
最
初
は
、
年
賀
状
ぐ
ら
い
と
思
っ
ク
ラ
ブ
は
、
毎
月
第
一
と
第
三
の
火

た
の
で
す
が
、
手
紙
も
書
い
て
い
ま
す
曜
日
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
十
一
時
三

よ
〕
と
樫
村
美
枝
子
さ
ん
。
十
分
ま
で
の
二
時
間
。
指
導
者
は
、
笠

樫
村
さ
ん
は
、
書
道
ク
ラ
ブ
の
会
員
谷
喜
之
助
さ
ん
。

で
、
代
表
者
は
、
鈴
木
克
正
さ
ん
。
か
な
、
行
書
、
偕
耆
、
三
体
千
字
文

こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
さ
る
五
十
年
四
月
な
ど
書
道
の
基
本
か
ら
指
導
を
受
け
て

か
ら
ク
ラ
ブ
を
発
足
。
ク
ラ
ブ
と
し
て
い
る
。

字

は
ベ
テ
ラ
ン
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。
結
成
「
拓
本
な
ど
も
習
い
ま
し
た
。
高
萩

し
た
当
時
は
、
十
一
名
で
、
現
在
は
、
小
学
校
正
門
の
記
念
碑
な
ど
。
裏
う
ち

会
員
も
多
く
四
十
一
名
で
あ
る
。
男
は
も
て
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
ん
せ
つ

鈴
木
さ
ん
一
人
。
ほ
か
は
主
婦
。
平
均
か
ら
で
す
か
？
、
そ
う
ね
〃
半
切
〃
な
ど

年
齢
は
、
四
十
歳
。
を
習
い
た
い
凶
と
樫
村
さ
ん
。
ク
ラ
ブ

「
今
年
の
加
入
者
は
十
一
名
か
し
ら
、
生
は
文
化
祭
に
も
出
品
し
て
い
る
。

今
日
は
、
）
の
〃
古
今
和
歌
選
〃
を



市民ソフト大会へどうぞ

参加チームは18日まで
文
化
会
館
蕊
蕊
蕊

こ
け
ら
串
お
ど
じ

とき；5月25日（日）午前B時開会

ところ：高浜運動広場

参加壹格：年齢に制限なく既婚の男子・女子で

あること。

市内に居住、まだは通勤している者

であること。

参加料： 1チーム2,000円

申し込み方法：申し込み＝に必要なことがらを

書いて市民体育館内結成記念ソフト

ボ ル大会係へ申し込みのこと。

申し込み締め切り§5月18日まで

組み合わせ抽選と代表者会議： 5月20日の午後

6時から中央公民館で行なっ。

※女子の|憂勝チームは、ママさんソフトボール

県大会|こ出場できる。

※男子の|憂勝チ ムは、県加盟団体対抗親善大

会に出場できる。

落成記念

子ども相撲大会に参加を

q 弾
＆
ぜ

§
p屯…

》
》

薙

印強

蕊
識

懲惑〆
鴬鴬

§ ;
婁蕊豊

灘：
爵蝸

禅
騨
鶴

馳

鍵

認

鵠
州
灘

鰔

職

叩
裡

…：
零晶､零録
囎 F強ピ轆鞍殿γ

n 弾群 ､澤舘
兜 ､ ､萱貼 盈H…

憲

二
＝

＝

さ
る
４
月
９
日
と
加
日
の
２

日
間
、
文
化
会
館
祝
賀
記
念
行
事

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

９
日
は
、
午
前
、
時
か
ら
関
係

者
３
０
０
病
が
出
恥
し
て
式
典
を

行
い
、
ひ
き
続
き
グ
レ
ー
ス
・
ノ

ー
ヅ
の
演
奏
が
あ
り
、
午
後
５
時

鋤
分
か
ら
の
無
料
公
演
民
謡
の
ふ

る
さ
と
の
饗
宴
に
は
、
８
０
０
人

の
市
民
が
熱
心
に
民
謡
舞
踊
を
観

賞
し
ま
し
た
。

、
日
は
、
午
後
６
時
か
ら
第
一

回
の
高
萩
燃
笑
名
人
会
か
開
演
さ

れ
、
多
数
の
脱
覧
で
に
ぎ
わ
い
ま

ｌ
し
た
」
。

|||||||||||||汗

ー

市相撲連盟では、 5月末|こ完成が予定されてい

る山王公園内（第1幼稚園跡地)の市営相撲場(神

明造り、屋根調言、柱4本）て、落成記念の子ど

も相撲大会を開きます。希望者は早めにどうぞ。

鑑とき:e月8日（日）午前9時から

鑑ところ： ' 千公園内市営相撲場

態競技方法： 〔団体戦〕小学2年～6年各1名に

よる勝ち抜き戦で、子ども会、町内会単位でチ

ームを編成のこと。 ｛憂勝チ ムは、県大会へ出

場する。 〔個人戦〕小学1年以上の男女。

鐙申し込の方法：学年、氏名､団体名､監弩名（個

人戦は、住所、氏名、学年）を記入して5月26

日まで市民体育館へ。

ヘ
心
郡
湘
艫
霊
ん
海
さ
る
４

ん
月
５
日
、
高
萩
警
察
署
の
１
日
署
長
と

さ
な
り
、
交
通
安
全
事
故
防
止
を
呼
び
か

美
け
ま
し
た
．

裕
市
役
所
か
ら
駅
前
ま
で
の
パ
レ
ー
ド

田
に
は
、
沿
道
に
つ
め
か
け
た
多
数
の
市

太
民
の
声
援
を
受
け
無
事
１
日
署
長
の
大

夫
役
を
は
た
し
ま
し
た
。

… 野書雲臺菫臺妻雲雲

ほ
う
ざ
と
馬
の

腹
い
た

中
戸
川
樫
村
た
つ

昔
は
、
や
っ
ぱ
り
天
秤
で
担
い
で
魚

売
っ
て
歩
い
た
ん
だ
よ
ね
。

そ
の
こ
ろ
、
そ
の
、
え
さ
ば
や
は
馬
に

荷
鞍
の
せ
で
酒
樽
つ
け
で
、
樽
ん
中
へ

魚
入
れ
で
運
ん
だ
ん
だ
よ
ね
。

そ
の
、
え
さ
ば
や
が
馬
に
酒
樽
を
つ
け

で
ね
。
大
き
な
坂
を

そ
の
、
え
さ
ば
や
が
崖

で
ね
。
大
き
な
坂
を

魚
屋
は
ど
、
フ
し
た
ら

い
が
っ
ぺ
な
あ
。
は
あ
、
い
づ
治
る
こ

と
や
ら
と
。
そ
の
坂
、
大
き
な
坂
道
な

の
で
、
思
案
し
て
い
た
ん
だ
と
。

腹
痛
ぐ
し
つ
ち
や
っ
イ

そ
、
フ
こ
う
し
て
い
る
う

ら
、
ほ
う
ざ
が
一
人
、

が
一
人
来
て
、
「
何
し
一

一
言
つ
先
一
つ
イ
、

あ
が
り
は
だ
っ
た
ら
、

馬
が
虫
腹
起
ご
つ
し

や
っ
て
荷
鞍
下
ろ
っ

し
や
っ
て
、
馬
は
腹

痛
く
て
転
ん
ば
っ
て

ん
だ
が
ら
、
は
あ
、

回や
庭
亦
臓
ぎ
の

「
一
則
り
一
一
Ｌ
、

信
４
１
１
１
ｔ
》
Ｌ
Ｖ

て

て

、
鞍
下
ろ
っ
し

て
い
ん
の
で
、
こ

！
…
ｉ
§
騒
蝋
剛
臘

ー

と
こ
て

岸一

だ
よ
・

、
い
づ
治
る
こ
・
え
さ
ば
や
Ｉ
魚
の
お
ろ
し
業
を
す

大
き
な
坂
道
な
る
人
。

ん
だ
と
。
・
ほ
う
ざ
ｌ
行
脚
僧
。

ぢ
に
向
こ
う
が
ｌ
◇
ｌ
◇
ｌ
◇
’

よ
さ
そ
う
な
人
こ
の
昔
話
し
は
、
話
者
の
話
し
こ
と

」
ん
だ
。
」
っ
て
ば
を
そ
の
ま
ま
書
き
起
こ
し
た
も
の
で

す
。

ね
え
、
馬
が
虫
高
萩
の
民
話
調
査
編
集
委
員
会
（
電

、
荷
下
ろ
っ
し
（
三
）
三
三
一
）
高
萩
市
教
育
委
員

や
っ
て
、
転
げ
会
内

…
…
判

その⑳

っ
て
ん
だ
。
背
こ
ぎ
、
腹
こ
ぎ
や
っ
て

ん
だ
ぽ
っ
て
。

「
そ
ん
で
は
凸
っ
て
、
そ
の
人
が
こ
、
７

腹
さ
す
っ
た
つ
け
、
そ
ん
で
、
は
あ
馬

の
腹
治
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
と
。

そ
ん
じ
、
そ
で
で
、
そ
の
え
さ
ば
や

は
ほ
う
ざ
に
鯖
一
匹
く
れ
で
や
っ
た
ん

だ
と
。
二
、
三
匹
持
だ
せ
で
や
っ
た
ら

い
が
っ
ぺ
の
に
。

そ
ん
で
、

「
い
さ
か
坂
な
る
蜻
樽
つ
け
て

ほ
う
ざ
に
、
鯖
一
匹
く
れ
で

馬
の
腹
よ
し
凶

と
い
う
そ
の
唱
事
を
し
て
腹
さ
す
っ
と

そ
う
す
っ
と
、
そ
れ
治
っ
た
が
ら
、
そ

れ
か
こ
ん
だ
、
ま
、

腹
痛
ぐ
な
っ
た
ら
そ

の
唱
事
す
っ
と
諭
っ

か
ら
っ
て
。

昔
か
ら
言
い
伝
え
が

あ
っ
た
ん
だ
ぞ
っ
て
、

家
の
親
か
ら
言
わ
れ

伽卿側聯柵"伽 蚤察噌
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日
ご
ろ
悩
み
ご
と
や
、
心
配
ご
と
な

ど
を
お
持
ち
の
方
は
遠
慮
な
く
相
談
に

お
い
で
く
だ
さ
い
・
相
談
の
秘
密
は
固

く
守
り
ま
す
か
ら
ご
安
心
く
だ
さ
い
・

と
き
五
月
二
十
八
日
午
前
十
時

か
ら
午
後
三
時
ま
で

と
こ
ろ
高
萩
中
央
公
民
館

体
の
不
自
由
な
方
に

ハ
ガ
キ
を
無
料
で

体
の
不
自
由
な
方
（
一
級
ま
た
は

二
級
）
で
、
三
月
三
十
一
日
現
在
満
六

歳
以
上
の
方
に
郵
便
は
が
き
を
無
料
で

一
人
に
つ
き
二
十
枚
差
し
あ
げ
ま
す
。

人
権
相
談
に
ど
う
ぞ

ご
希
望
の
方
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
を

ご
持
参
の
う
え
郵
便
局
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。
申
し
出
の
期
間
は
、
五
月
三
十

一
日
ま
で
で
す
。

標
語
や

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
募
集

〔
募
集
期
間
〕
五
月
一
日
か
ら
五
月
三

十
一
日
ま
で
の
一
か
月
（
当
日
消
印
有

効
）〔
募
集
テ
ー
マ
〕
一
、
「
侵
入
盗
の
防

止
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
標
語
二
、
「
防

犯
」
を
象
徴
す
る
標
章
（
防
犯
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
）

〔
応
募
資
格
〕
一
般
お
よ
び
児
童
、
生

徒
の
方
で
年
齢
、
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

〔
応
募
方
法
〕
○
標
語
に
応
募
さ
れ
る

風薫る
今年の桜は雨にたたかれて、 '昔しくも散ってしまい、いよい

〆

’よ新緑の季節を迎えた。野や山にはもうつつじや山吹、藤も咲

一き出し、美しい彩りを見せ、ハイカーを楽しませてくれる。高

萩にはまだ自然がいつぱいに残されていて、倖せに思う。

絵と文・伊藤龍馬
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○

方
普
通
は
が
き
に
一
標
語
（
自
作
、
応
募
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先

未
発
表
の
も
の
に
限
る
。
）
を
言
い
て
く
と
、
作
品
の
送
り
先
Ⅱ
〒
三
一
○
水

だ
さ
い
・
枚
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
戸
市
三
の
丸
一
丁
目
五
の
三
十
八
番
地

多
数
応
募
す
る
場
合
は
、
は
が
き
大
の
県
警
察
本
部
防
犯
少
年
課
内
茨
城
県

厚
紙
を
用
い
、
一
括
送
付
し
て
も
結
構
防
犯
協
会
「
防
犯
標
語
」
募
集
係
（
電

で
す
。
○
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
に
応
募
話
○
二
九
二
（
二
四
）
二
二
一
内
線

さ
れ
る
方
大
学
ノ
ー
ト
大
（
お
お
む
二
五
一
四
、
二
五
一
五
）
で
す
。

ね
一
千
五
セ
ン
チ
×
一
千
六
セ
ン
チ
の
ア
ー
ク
溶
接
の

も
の
）
以
下
の
厚
紙
に
一
シ
ン
ボ
ル
マ

講
習

ｌ
ク
（
自
作
、
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。
）

を
書
い
て
、
折
り
曲
げ
な
い
よ
う
に
し
▽
基
本
級
五
月
三
十
日
、
三
十
一
日

て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
・
枚
数
に
制
限
（
学
科
と
実
技
）
、
専
門
級
六
月
六
日

は
あ
り
ま
せ
ん
。
彩
色
は
三
色
以
内
と
七
日
、
（
実
技
）
、
▽
場
所
県
立
日
立

し
ま
す
。
○
一
般
の
方
は
、
住
所
、
高
等
技
能
専
門
学
校
、
▽
定
員
各
三

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
年
齢
、
職
業
。
児
十
名
、
▽
受
講
料
二
千
円
、
▽
問
い

童
、
生
徒
は
、
学
校
名
と
、
学
年
を
応
合
わ
せ
、
日
立
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

募
用
紙
ご
と
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。
（
電
話
○
二
九
四
（
三
五
）
六
四
四
九
）

3歳児健診のお知らせ
お子さんは丈夫にお育ちですか。三つ子の魂百までも…

といわれているように幼児期、特に三歳時期は心や体の基

礎のできる大切な時期です。高萩保健所では、次のとおり

三歳児健康診査を行ないますので、すすんで健診を受け、

お子さんの状態を確認してください。 なお、当日は、母子

健康手帳、母と子のスリッパをご持参ください。 （個人あ

ての通知はいたしません。 ）

Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
ｕ
Ｉ
Ｉ

55年度の三歳児健康診査の日どり

年月 日

55／

／5． 29

受付時間健診時間｜該当児 医 師｜歯科医師

昭和52年
4月生まれの児

PM

l :30～2:00

PM

1:30～3:00 若松(政)先生

若松(催） 〃

鈴木 〃

平沢 〃

沼田 "

宍戸先牛

○一
ー

6． 26 〃

5月 〃

〃

6月 〃7， 24

8． 28 ″

7月

9． 25 8月

9月

10月

薄井 〃10. 23 〃 〃

6月の日曜診療のお知らせ若松(政）７
３
２
２

Ｌ
２
１
１ " 飯 島 医 院|大和町

i
1日 (2)2235若松(健）〃

11月 〃

〃

12月 〃

昭和53年
1月生まれの児

大和町 (2)2202樋 渡 医 院
P戸

oq/t
／1 跡

一
報

〃

8日塊

泌

恥

(029332）
3266

十 王 医 院 十王町友部
2，

q
Jp

" 〃

青 沼 医院 春日町15日 (2)2420

(2)2306
沼田

2月 〃 ’ 全生堂医院本 町22日

I
※該当日に病気、その他の理由で受診出来ない方は、翌月の
健診日においでください。
※会場はいずれも高萩保健所です。

’滝 111 医 院 春日 町29日 (3)3100

時間は、午前9時から午後4時まで

⑩


